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れきはく 
コレクション 
2011

れきはく 
コレクション 
2011

企画展 
◇会　　期

2月18日（土）～3月20日（火・祝）
会期中無休

◇会　　場

第1特別展示室

◇開館時間

午前9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

◇入 館 料

一　般　250円（200円）

大学生　200円（160円）

65歳以上の方は200円　高校生以下無料　

（ ）内は20名以上の団体料金

明治時代　谷口金陽堂謹製　市原栄山画

1月から12月までの花鳥が描かれたコーヒー
カップと皿12組にティーポット、シュガーポッ
ト、ミルクピッチャーがセットされた珈琲具。洋
風の喫茶スタイルだが、描かれた図案は純日本的
な四季の花鳥図十二ヶ月で、写生のような緻密な
絵が極彩色で染付されている。
明治時代、輸出用に生産された九谷焼は、世界
の博覧会へも出品されて需要を獲得し、地元産業
の発展や九谷焼の振興に大きな足跡を残してき
た。日本が近代国家をめざしていた当時の時代状
況を反映した資料といえよう。

九
く

谷焼
たに や き

花
か

鳥
ちょう

十二
じゅ う に

ヶ
か

月
げ つ

密
み つ

画
が

珈琲
こー ひ ー

具
ぐ
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開
催
に
よ
せ
て

本
展
覧
会
は
、
博
物
館
が
一
年
間
に
ど
の
よ
う
な
資
料
を
収
集
し
た
の
か
、
お
披
露

目
す
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年
度
も
近

現
代
の
資
料
を
中
心
に
多
く
の
資
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
世
資
料
で
は
、
利
家
と
ま
つ
（
芳
春
院
）
の
書
状
を
一
点
ず
つ
購
入
し
た
こ
と
に

加
え
、
金
沢
の
下
堤
町

し
も
つ
つ
み
ち
ょ
う

で
蔵く

ら

宿や
ど

（
藩
士
の
知
行
米
の
収
納
・
管
理
・
売
却
を
行
う
）

を
営
ん
で
い
た
家
の
古
文
書
群
な
ど
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
時
代

以
降
に
輸
出
向
け
に
生
産
さ
れ
た
九
谷
焼
の
珈
琲
具
や
金
沢
最
後
の
浮
世
絵
師
・

島
野
春
彰

し
ま
の
し
ゅ
ん
し
ょ
うの
下
絵
資
料
な
ど
、
近
現
代
の
資
料
も
充
実
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
新
収
蔵
資
料
に
関
す
る
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
週
末
に
は
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク（
全
四
回
）を
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

関
連
事
業

◆
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
聴
講
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）

二
月
十
八
日（
土
）午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分「
金
沢
の
蔵
宿
」
資
料
課
長

濱
岡
伸
也

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
事
前
申
込
不
要
）

二
月
二
十
六
日（
日
）「
戦
争
の
時
代
か
ら
高
度
成
長
期
へ
│
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
心
に
│
」

学
芸
主
幹

本
谷
文
雄

三
月
四
日（
日
）「
新
収
蔵
　
前
田
家
関
係
史
料
」

学
芸
員

塩
崎
久
代

三
月
十
日（
土
）「
金
沢
最
後
の
浮
世
絵
師
　
島
野
春
彰
」
学
芸
専
門
員

大
門
　
哲

三
月
十
一
日（
日
）「
金
沢
町
人
の
生
活
」

資
料
課
長

濱
岡
伸
也

※
午
後
二
時
〜
二
時
三
十
分

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

企
画
展 

れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
１�

歴史資料

蔵宿縄屋文書

袋鑓

火縄銃

古写真

金沢南町郵便局設計図

軍隊手帳

軍隊手帳

釣竿及び付属品

犀川上流　内川　淵名覚

相撲番付

官職区別章など

東京オリンピック絵葉書

東京オリンピック記念写真

古写真

卓袱台

近藤修氏収集鉄道資料

長尾流體術など資料

村松商店ポスター

横山致堂四行書

白峯登山日記

日露戦争関係写真

日露戦争関係写真

日清韓三国対照明細図

皇太子殿下行啓記念

点数 寄贈者（敬称略）

1,147

1

1

3

3

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

363

5

1

1

1

28

62

1

1

長谷川　孝

長崎由美子

長崎由美子

井出幸子

井出幸子

白藤一吉

村田外代子

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

松本まゆみ

近藤　修

竹田勝男

村松七九

松田房徳

吉村孝子

吉村孝子

吉村孝子

吉村孝子

吉村孝子

平成23年度収蔵資料一覧（平成23年2月～24年1月末現在）

資料名 点数 寄贈者（敬称略）

美術品

資料名

民俗資料

吉村孝子

新保昇一

清座文代

土本　毅

鷺森澄子

鷺森澄子

鷺森澄子

鷺森澄子

安村和夫

梅本賢治

購入

購入

複製

修復

修復

新保昇一

珠洲市立宝立中学校

村田外代子

白藤一吉

購入

1

109

770

38

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6

1

1

2,572

最新　金沢市街地図

寛永通宝

島野春彰関係資料

北安江農事生産組合文書（追加分）

永井柳太郎書簡

永井柳太郎自筆絵葉書

集合写真絵葉書

矢立て

征露戦記

北吉田区養蚕実行組合事務所看板

芳春院書状

前田利家朱印状

前田利政書状複製

絹本絹装前田綱紀公御尊影
（前田綱紀画像）

芳春院かな書状

茶羽二重地桃太郎文様四つ身

掛時計

盃（戦争関係）

刺繍神功皇后三韓征伐図袱紗

九谷焼花鳥十二ヶ月密画珈琲具

寄贈・購入・修復資料合計
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神功皇后三韓征伐図袱紗

東京オリンピック絵葉書

寛永通宝

古写真（井出氏寄贈）

島野春彰関係資料より　百鬼夜行（白描）村松商店ポスター

長尾流當身體術 奥伝巻

島野春彰関係資料より　大名行列図（白描）
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貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル

ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催
し
物

な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ
れ
も

博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
ミ
シ
ン
　
一
式

・
雑
誌
『
モ
ダ
ン
金
沢
』
五
冊

計
二
件
　
六
点

企
画
展
「『
あ
ら
く
れ
』
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
（
土
）

〜
平
成
二
十
四
年
三
月
十
八
日
（
日
）

会
場：

徳
田
秋
聲
記
念
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
五
一
―
四
三
〇
〇
）

・
喜
内
敏
城
郭
関
係
資
料

計
十
一
点

企
画
展
「
金
沢
城
の
今
昔
」

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
（
月
）

〜
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日
（
木
）

会
場：

金
沢
大
学
資
料
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
六
四
―
五
二
一
五
）

・
加
州
金
沢
製
糸
場
之
図

・
前
田
直
行
宛
書
状

・
金
沢
勝
地
賑
双
六
　
ほ
か

計
四
件
　
三
十
点

企
画
展
「
明
治
・
大
正
期
の
前
田
土
佐
守
家

―
加
賀
藩
年
寄
衆
八
家
の
近
代
―
」

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）

〜
四
月
十
五
日
（
日
）

会
場：

前
田
土
佐
守
家
資
料
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
三
三
―
一
五
六
一
）

（
二
〜
三
月
）

行
事
日
程

行
事
日
程 

開
講
時
間：

午
後
二
時
〜

◎
会
　
　
場：

常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
各
関
係
展
示
室

（
約
三
十
分
）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

（
約
一
時
間
三
十
分
）

◎
受
講
料：

常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ

き
、
入
館
料
が
必
要

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み：

不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

2
/
18
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

金
沢
の
蔵
宿

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

3
/
2
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

懸
仏
へ
の
祈
り

（
学
芸
主
幹
　
戸
澗
幹
夫
）

3
/
17
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

渤
海
と
の
交
流

（
学
芸
専
門
員
　
岩
島
千
津
代
）れきはくゼミナール

常設展示ワンポイント解説

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
　
―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
―

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

ト
キ
舞
う
空
へ
　
鳥
と
人
の
文
化
史

一，

〇
〇
〇
円

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩
　
―
姫
君
た
ち
の
輝
き
―

一，

〇
〇
〇
円

く
ら
し
＆
娯
楽
の
大
博
覧
会
　
―
昭
和
ヒ
ス
ト
リ
ー
1
9
2
6
〜
1
9
8
9
―

九
〇
〇
円

染
の
華
　
織
の
心
　
―
加
賀
・
能
登
の
技
と
デ
ザ
イ
ン
―

八
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内
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秋のバスツアー「秋麗の敦賀を訪ねて」

秋
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
十
月
二
十
六
日
、
恒
例
の

バ
ス
ツ
ア
ー
が
四
十
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
す
べ
て
の
見
学
先
で
、
現
地
の
学
芸
員
の
方
や
ご

住
職
な
ど
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
装
飾
を
施
し
た

珍
し
い
木
製
障
子
に
目
を
奪
わ
れ
、
国
宝
や
名
勝
庭
園

に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
特

別
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
通
過
地
と
見
て

し
ま
い
が
ち
な
敦
賀
の
歴
史
を
学

び
、
一
般
的
な
観
光
コ
ー
ス
に
は

な
い
敦
賀
を
満
喫
で
き
た
一
日
で

し
た
。
現
地
の
方
々
の
温
か
い
心

遣
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
四
回
と
な
る
石
川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
が
十

一
月
十
二
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
第
Ⅰ
部
の
講
演
会
で

は
県
内
外
か
ら
三
名
の
講
師
の
方
を
お
迎
え
し
、
山
鉾

の
祭
り
や
獅
子
舞
な
ど
、
能
登
に
伝
わ
る
祭
り
文
化
の

起
源
と
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
第
Ⅱ
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
講
演
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、
能
登

の
祭
り
文
化
の
こ
れ
か
ら
の
研
究
と
保
存
の
方
向
性
に

つ
い
て
さ
ぐ
り
ま
し
た
。
身
近

な
「
祭
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
の

皆
さ
ん
は
メ
モ
を
と
る
な
ど
、

と
て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
歴
史
散
歩
は
十
月

十
三
日
、
二
十
五
名
の
方
々

と
本
多
町
界
隈
を
巡
り
ま
し

た
。
城
南
荘
で
は
贅
沢
な
内

部
の
つ
く
り
に
圧
倒
さ
れ
、

横
山
男
爵
家
の
財
力
を
は
か

り
か
ね
、
国
際
交
流
サ
ロ
ン
で
は
日
本
庭
園
に
心
を
落

ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ま
た
訪
れ
た
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
見
学
申
し
込
み
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
地
元
と
は
い
え
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
り
、
疑
問
が
解
け
た
り
す
る
「
歴
史
散
歩
」

で
す
が
、
身
近
な
地
蔵
尊
の
由
来
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

特別展「江戸時代－石川の社会と文化」開催 in 韓国

国
立
全
州
博
物
館
と
の
姉
妹

館
交
流
二
十
周
年
を
記
念
し
た

特
別
展
が
、
韓
国
全
州
市
で
十

月
十
八
日
か
ら
十
一
月
二
十
七

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
韓

国
で
江
戸
時
代
を
紹
介
す
る
展

示
と
し
て
は
、
朝
鮮
通
信
使
な
ど
特
殊
な
テ
ー
マ
を
除

い
て
は
初
め
て
と
な
る
も
の
で
、
石
川
県
内
の
テ
レ
ビ

局
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
受
け
大

き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
甲
冑
や
着
物
の
着
用
な
ど
体

験
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
組
ま
れ
、
と
て
も
好
評
で
、
両

館
の
交
流
が
益
々
深
ま
る
こ
と
を
確
信
し
た
特
別
展
と

な
り
ま
し
た
。

石川の歴史遺産セミナー「能登の祭り文化」 秋の歴史散歩「爽秋の街歩き－本多町から広坂へ－」
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催事日録 

常
設
展
示
室

歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
原
始
・
古
代
編

四
月
六
日
（
金
）
〜
九
月
二
日
（
日
）

楽
し
い
歴
史
体
験
が
で
き
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
原
始
・
古
代

編
に
模
様
替
え
で
す
。「
衣
」
と
「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
縄
文
時

代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
衣
食
に
関
す
る
体
験
が
で
き
ま
す
。
火
お
こ

し
や
飛
鳥
時
代
の
衣
服
の
着
用
な
ど
、
数
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

〈
対
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
期
　
　
間
〉
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
（
一
年
間
）

〈
会
　
　
費
〉
年
額
一，

〇
〇
〇
円

〈
特
　
　
典
〉
広
報
誌
「
石
川
れ
き
は
く
」、
情
報
誌
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情

報
」
ほ
か
歴
博
の
最
新
情
報
が
随
時
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
会

員
証
の
提
示
に
よ
り
、
常
設
展
の
入
場
が
無
料
（
特
別
展
開
催

時
は
団
体
料
金
）
に
な
る
ほ
か
、「
歴
史
散
歩
」
や
「
バ
ス
ツ

ア
ー
」
な
ど
当
館
主
催
の
各
種
行
事
に
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
入
会
受
付
〉
二
月
一
日
よ
り
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
同

封
の
申
込
用
紙
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て

当
館
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
郵
送
で

お
申
し
込
み
の
場
合
は
現
金
書
留
か
定
額
小
為
替
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

当
館
普
及
課
　
℡
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
よ
り
全
館
休

館
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会員証見本

歴史散歩

平
成
二
十
四
年
度
れ
き
は
く
メ
イ
ト

会
　
員
　
募
　
集
!!

バスツアー
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※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

2
月
16
日（
木
）〜
17
日（
金
）

3
月
21
日（
水
）〜
22
日（
木
）

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
2
〜
3
月
）

本
多
の
森
か
ら

あ
の
大
震
災
か
ら
、
や
が
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
岩
手
の
友
人

か
ら
届
い
た
手
紙
に
は
、
大
切
な
人
や
思
い
出
の
風
景
を
失
っ
た
悲
し
み
と
共

に
、
海
に
全
て
を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
、
も
う
一
度
ふ
る
さ
と
の
海
と
共
に
力
強

く
生
き
よ
う
と
す
る
人
々
へ
の
、
深
い
感
動
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
人
と
人

の
絆
を
見
直
す
、
い
ま
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
し
か
し
人

と
人
の
絆
だ
け
で
な
く
、
土
地
や
風
土
と
の
絆
も
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
て
き

た
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
年
度
に
は
、
歴
博
も
本
格
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
に
入
り
ま
す
。
展
示

の
刷
新
は
も
ち
ろ
ん
、
交
流
や
学
び
の
場
と
し
て
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る

博
物
館
と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
る
毎
日
で
す
。
数
年
後
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た

博
物
館
が
、
人
や
地
域
と
の
確
か
な
「
絆
」
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
来
年
度
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ナ
ギ
カ
エ
シ
の
祭
壇

移
築
民
家
が
並
ぶ
第
三
展
示
室
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を

放
つ
展
示
物
が
、「
山
の
民
家
」
の
中
の
「
ナ
ギ
カ
エ
シ
の
祭
壇
」

で
す
。

「
ナ
ギ
カ
エ
シ
」
の
「
ナ
ギ
」
は
「
薙な

ぎ

畑は
た

」
の
「
ナ
ギ
」
で
、

白
山
麓
で
は
焼
畑
の
こ
と
を
「
薙
畑
」
と
呼
び
ま
す
。
稲
作
に

適
し
た
平
地
の
少
な
い
白
山
麓
で
は
、
古
く
か
ら
山
の
斜
面
を

焼
き
払
い
、
焼
畑
で
ヒ
エ
、
ア
ワ
な
ど
の
作
物
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。「
ナ
ギ
カ
エ
シ
」
は
、
小
松
市
小
原
町
（
旧
能
美
郡
新
丸

村
小
原
）
で
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た
収
穫
儀
礼
で
、
薙
畑
の

道
具
で
祭
壇
を
作
り
、
山
の
神
に
収
穫
物
を
供
え
て
「
お
返
し
」

を
し
、
そ
の
年
の
恵
み
に
感
謝
す
る
も
の
で
し
た
。

さ
て
こ
の
祭
壇
、
雑
穀
の
穂
を
乾
燥
さ
せ
る
ア
マ
ボ
シ
や
脱

穀
用
の
ホ
ガ
チ
ウ
ス
の
上
に
、
リ
ン
ゾ
ウ
と
呼
ば
れ
る
サ
イ
ロ

を
の
せ
ま
す
。
中
か
ら
は
ヒ
エ
、
ア
ワ
が
天
井
近
く
ま
で
穂
を

の
ば
し
、
豊
か
な
実
り
を
表
し
ま
す
。
こ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る

ヒ
エ
の
穂
は
、
展
示
製
作
当
時
の
歴
博
職
員
が
、
小
原
出
身
で

あ
っ
た
伊
藤
常
次
郎
氏
の
指
導
で
焼
畑
を
行
い
、
実
際
に
栽
培

し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
五

月
の
「
火
入
れ
」
に
参
加
し

た
職
員
い
わ
く
、
点
火
し
た

木
を
引
き
ず
り
下
し
な
が
ら

斜
面
を
焼
く
危
険
な
作
業
の

上
、
熱
さ
と
煙
は
想
像
以
上

で
、
気
づ
い
た
時
に
は
日
焼

け
と
火
の
熱
で
耳
の
皮
が
ぺ

ろ
り
と
剥
け
て
し
ま
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

さ
て
、
リ
ン
ゾ
ウ
の
前
に
は
ク
ル
ミ
、
ク
リ
、
ガ
ヤ
な
ど
の

木
の
実
、
大
根
、
山
芋
な
ど
の
供
え
物
と
共
に
、
ち
ょ
っ
と
気

味
の
悪
い
頭
蓋
骨
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
れ
、
本
物
の

熊
の
頭
蓋
骨
。
向
か
っ
て
左
が
雄
、
右
が
雌
で
、
向
い
合
せ
に

置
い
て
夫
婦
の
熊
を
表
し
て
い
ま
す
。
白
山
麓
で
は
熊
は
山
の

神
の
使
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
熊
に
関
す
る

伝
承
も
多
く
、
例
え
ば
小
原
で
は
「
熊
」
は
山
で
の
忌
み
言
葉

と
さ
れ
、
山
仕
事
の
際
は
「
山
の
神
」
と
言
い
換
え
る
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
破
る
と
、
熊
に
遭
遇
し
た
時
に
大
怪
我

を
す
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
人
に
畏
れ
を
抱
か

せ
る
猛
獣
で
あ
る
一
方
、
白
山
麓
で
は
春
先
に
熊
狩
り
を
行
い
、

仕
留
め
た
熊
は
皮
、
肉
か
ら
内
臓
、
骨
ま
で
余
す
と
こ
ろ
な
く

利
用
し
ま
し
た
。
皮
や
熊
の
胆
を
売
れ
ば
現
金
収
入
に
な
り
、

く
ら
し
を
潤
お
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熊
は
、
畏
怖
す
べ
き

山
の
神
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
し
て
豊
か
な
山
の
恵
み
の
象
徴
で

も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

現
在
で
は
白
山
麓
の
薙
畑
は
一
部
で
伝
承
さ
れ
る
の
み
と
な

り
、
ナ
ギ
カ
エ
シ
が
行
わ
れ
た
小
原
地
区
も
大
日
川
ダ
ム
（
昭

和
43
年
竣
工
）
に
沈
み
ま
し
た
。
歴
博
の
「
ナ
ギ
カ
エ
シ
の
祭

壇
」
は
、
山
と
共
に
生
き
た
人
々
の
く
ら
し
を
伝
え
る
貴
重
な

展
示
な
の
で
す
。

祭壇

熊の頭骨


